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㈱
グ
ロ
ー
ブ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
（
東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
４

―
５
―
８
）
は
、
流
山
市
東
深

井
字
宮
前
２
０
４
―
１
ほ
か
の

敷
地
面
積
９
７
１
８
・
91
㎡
に

お
い
て
、
７
階
建
て
４
棟
、
建

築
面
積
３
７
８
８
・
23
㎡
、
延

べ
床
面
積
合
計
１
万
８
７
７
０

・
53
㎡
、
高
さ
19
・
99
ｍ
の
共

　
平
安
時
代
の
僧

・
円
珍
（
８
１
４

〜
８
９
１
年
）
と

い
え
ば
、
ほ
ぼ
同

時
代
に
生
き
た
円

仁
（
７
９
４
〜
８

６
４
年
）
と
並
ん

で
、
唐
に
渡
り
仏
法
を
学
ん
だ

高
僧
と
し
て
教
科
書
な
ど
に
記

さ
れ
て
い
た
と
記
憶
す
る
。
円

仁
は
三
代
天
台
座
主
で
慈
覚
大

師
、
円
珍
は
五
代
天
台
座
主
で

智
証
大
師
と
呼
ば
れ
る
▼
後
者

の
円
珍
ゆ
か
り
の
資
料
群
が
こ

の
ほ
ど
、
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界

の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た
。
名

称
は
「
智
証
大
師
円
珍
関
連
文

書
典
籍
―
日
本
・
中
国
の
文
化

交
流
史
―
」
（
円
珍
文
書
）
。

登
録
数
は
56
件
に
及
び
、
い
ず

れ
も
国
宝
。
園お

ん

城じ
ょ
う

寺じ

と
東
京
国

立
博
物
館
が
所
有
し
て
い
る
▼

こ
の
円
珍
文
書
に
は
、
円
珍
が

唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
経
典
や
仏

画
を
は
じ
め
、
当
時
の
唐
の
制

度
を
伝
え
る
文
書
の
原
本
な
ど

が
含
ま
れ
る
▼
と
く
に
現
代
の

パ
ス
ポ
ー
ト
の
起
源
の
一
つ
と

さ
れ
る
、
唐
の
役
所
か
ら
発
給

さ
れ
た
通
行
許
可
証
「
過か

所し
ょ

」

は
、
唐
代
の
書
式
例
を
完
全
な

形
で
伝
え
る
世
界
で
唯
一
現
存

す
る
史
料
。
出
願
者
や
従
者
の

身
分
、
姓
名
、
年
齢
、
携
行

品
、
旅
行
の
目
的
・
理
由
な
ど

が
記
さ
れ
、
日
本
と
中
国
の
文

化
交
流
の
歴
史
や
唐
の
交
通
制

度
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

▼
円
珍
は
８
５
３
年
に
遣
唐
使

と
し
て
入
唐
を
試
み
た
が
、
途

中
で
暴
風
に
遭
っ
て
台
湾
に
漂

着
し
、
同
年
８
月
に
福
州
の
連

江
県
に
上
陸
。
以
後
、
天
台
山

国
清
寺
に
滞
在
し
な
が
ら
求
法

に
専
念
し
、
８
５
５
年
に
長
安

に
入
り
、
真
言
密
教
を
伝
授
さ

れ
た
。
帰
国
し
た
の
は
８
５
８

年
と
伝
え
ら
れ
る
▼
何
よ
り
喜

ば
し
い
の
は
、
円
珍
が
そ
れ
こ

そ
命
が
け
で
持
ち
帰
り
、
さ
ら

に
先
人
た
ち
が
懸
命
に
後
世
に

伝
え
て
き
た
文
書
が
世
界
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
だ
。
園
城
寺
の

福
家
俊
彦
長
吏
も
会
見
で
語
っ

た
よ
う
に
、
源
平
の
合
戦
や
南

北
朝
の
動
乱
な
ど
争
乱
の
兵
火

を
乗
り
越
え
、
１
１
０
０
年
、

ず
っ
と
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
は

奇
跡
的
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
▼
日
本
関
連
の
「
世
界
の
記

憶
」
（
国
際
登
録
）
は
２
０
１

７
年
以
来
で
、
８
件
目
と
な
る

▼
現
在
の
日
中
関
係
は
何
か
と

波
風
が
立
ち
や
す
い
情
勢
だ

が
、
古
代
の
活
発
な
交
流
を
知

る
こ
と
は
今
日
的
な
意
味
も
大

き
い
。
登
録
を
契
機
に
、
円
珍

が
伝
え
た
仏
教
の
精
神
に
触

れ
、
そ
の
価
値
を
世
界
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
、
先
人
の
功

績
に
報
い
る
こ
と
に
も
な
る
。

キミデン工業に栄誉
　
君
津
市
は
14
日
、
初
と
な
る
優
良
建
設
工
事
表
彰
式
を
市

役
所
７
階
第
１
応
接
室
で
執
り
行
い
、
「
上
総
小
櫃
中
学
校

屋
内
運
動
場
大
規
模
改
造
電
気
設
備
工
事
」
を
完
成
さ
せ
た

キ
ミ
デ
ン
工
業
㈱
を
た
た
え
た
。
石
井
宏
子
市
長
は
、
内
山

博
代
表
取
締
役
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
「
今
日
の
受
賞

は
、
日
頃
か
ら
技
術
力
の
向
上
に
努
め
、
全
力
で
仕
事
に
取

り
組
む
企
業
風
土
の
た
ま
も
の
」
と
の
見
方
を
示
し
、
敬
意

を
表
し
た
。

　
石
井
市
長
と
内
山
代
表
取

締
役
の
ほ
か
、
和
田
祐
一
総

務
部
長
、
同
工
事
に
お
い
て

管
理
技
術
者
を
務
め
た
髙
橋

雄
一
工
務
部
課
長
が
出
席
し

た
。

　
上
総
小
櫃
中
学
校
屋
内
運

動
場
は
、
令
和
元
年
台
風
に

よ
り
小
櫃
地
区
で
長
期
に
わ

た
る
停
電
が
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
、
災
害
時
の
避
難
所

と
な
る
防
災
拠
点
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
の
学

校
で
は
初
め
て
、
非
常
用
発

電
設
備
が
導
入
さ
れ
た
。

　
髙
橋
課
長
は
「
半
導
体
不

足
の
影
響
に
よ
り
工
期
の
遅

れ
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
建
築

工
事
受
注
者
の
協
力
も
あ

り
、
円
滑
に
竣
工
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
停
電

時
に
も
使
用
で
き
る
設
備
を

明
示
す
る
な
ど
、
利
用
者
目

線
で
使
い
勝
手
や
分
か
り
や

す
さ
に
配
慮
し
た
。
技
術
的

に
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
た
た
め
、
高
い
品
質
を
確

保
で
き
た
」
と
振
り
返
っ

た
。

　
表
彰
は
、
表
彰
年
度
の
前

年
度
に
完
成
し
た
設
計
金
額

５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工

事
を
、
工
事
成
績
評
定
80
点

以
上
で
施
工
し
た
市
内
の
建

設
業
者
を
た
た
え
る
も
の
。

　
優
良
建
設
工
事
表
彰
制
度

は
２
０
１
９
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
表
彰
は
、
優
れ
た
技
術

力
と
綿
密
な
施
工
管
理
の
下
に

施
工
さ
れ
た
、
他
の
模
範
と
な

る
工
事
を
た
た
え
る
こ
と
で
、

建
設
業
者
の
皆
さ
ま
の
施
工
意

欲
を
増
進
し
、
さ
ら
な
る
技
術

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
。
制
度
創
設
以

来
、
キ
ミ
デ
ン
工
業
が
初
め
て

の
受
賞
者
と
な
る
。

　
今
日
の
受
賞
は
、
日
頃
か
ら

技
術
力
の
向
上
に
努
め
、
全
力

で
仕
事
に
取
り
組
む
企
業
風
土

の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
。

　
今
後
と
も
、
豊
富
な
経
験
と

優
れ
た
知
見
を
生
か
し
、
建
設

業
の
充
実
・
発
展
は
も
と
よ

り
、
市
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
協
力
い
た
だ

き
た
い
。

【
工
事
場
所
】
俵
田
１
１

１
０

【
工
期
】
２
０
２
１
年
12

月
24
日
〜
23
年
３
月
27
日

【
契
約
金
額
】
１
億
１
１

９
８
万
円

【
工
事
概
要
】
受
変
電
設

備
工
事
、
屋
内
運
動
場
・

屋
外
ト
イ
レ
棟
・
渡
り
廊

下
・
管
理
教
室
棟
・
特
別

教
室
棟
・
外
構
の
電
気
設

備
工
事

【
表
彰
理
由
】
新
た
に
設

置
す
る
非
常
用
発
電
設
備

系
統
を
校
舎
の
既
存
回
路

と
接
続
す
る
な
ど
、
施
工

範
囲
が
広
い
中
で
も
既
存

調
査
等
を
確
実
に
行
い
、

安
全
に
施
工
し
た
。
品

質
、
出
来
形
、
出
来
栄
え

が
特
に
良
好
で
、
品
質
管

理
書
類
な
ど
が
よ
く
整
理

さ
れ
て
い
た
。

記
念
撮
影
に
応
じ
る
出
席
者
（
左
か
ら
和
田
部
長
、

石
井
市
長
、
内
山
代
表
取
締
役
、
髙
橋
課
長
）

石
井
市
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

取
る
内
山
代
表
取
締
役

君
津
市 

初
の
優
良
建
設
工
事
表
彰
式

グ
ロ
ー
ブ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

７
階
1.9
万
㎡
の
共
住

　

運
河
駅
南
側
で
大
規
模
開
発

　
高
橋
恭
市
・
富
津
市
長
は
、

木
更
津
港
富
津
地
区
の
港
湾
施

設
の
さ
ら
な
る
利
用
促
進
の
た

め
、
関
連
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
、
活
性
化
が
進
む
よ
う
県

に
働
き
掛
け
て
い
く
方
針
を
示

し
た
。
ま
た
、
茂
木
雅
宏
・
建

設
経
済
部
長
は
、
富
津
地
区
の

機
能
強
化
の
利
点
と
し
て
「
取

扱
貨
物
量
が
増
加
し
、
港
が
活

性
化
さ
れ
、
地
域
経
済
へ
の
好

影
響
が
見
込
ま
れ
る
」
と
の
見

解
を
示
し
、
「
木
更
津
港
長
期

構
想
検
討
会
に
お
い
て
、
富
津

地
区
の
さ
ら
な
る
活
用
や
活
性

化
に
向
け
た
意
見
な
ど
を
述
べ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
７

日
の
６
月
定
例
議
会
一
般
質
問

で
、
三
木
千
明
議
員
（
自
由
民

主
賢
政
会
）
の
質
問
に
応
じ
た

も
の
。

　
木
更
津
港
は
、
東
京
湾
の
東

岸
南
部
に
位
置
し
、
１
９
６
８

年
に
重
要
港
湾
の
指
定
を
受

け
、
横
浜
港
、
川
崎
港
、
東
京

港
、
千
葉
港
と
並
び
、
首
都
圏

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
海
岸
延
長
は
28
・
４
４
７
㎞

で
、
木
更
津
３
地
区
、
君
津
地

区
、
富
津
地
区
の
５
地
区
に
分

け
ら
れ
て
い
る
。

　
富
津
地
区
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ

富
津
火
力
発
電
所
、
日
本
製
鉄

の
研
究
施
設
、
日
本
ハ
イ
ボ
ル

テ
ー
ジ
ケ
ー
ブ
ル
の
ほ
か
、
リ

サ
イ
ク
ル
関
連
企
業
が
稼
働
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
公
共
埠
頭
は
港
湾
工

事
の
海
上
輸
送
基
地
と
し
て
利

用
さ
れ
、
近
接
す
る
港
湾
関
連

用
地
に
は
中
古
自
動
車
の
モ
ー

タ
ー
プ
ー
ル
が
あ
る
。
大
規
模

災
害
時
に
円
滑
な
緊
急
物
資
な

ど
の
輸
送
機
能
を
確
保
す
る
た

め
の
耐
震
強
化
岸
壁
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
地
区
内
に
あ
る
富

津
み
な
と
公
園
は
、
多
目
的
運

動
広
場
や
展
望
広
場
な
ど
、
多

企
業
風
土
の
た
ま
も
の 

石
井
宏
子
市
長
あ
い
さ
つ

上総小櫃中学校屋内運動場大規模改造電気設備工事
キミデン工業 株式会社

建設地は運河駅の南側

現
地
に
は
仮
囲
い
が
設
置
さ
れ

て
い
る

同
住
宅
の
開
発
を
計
画
し
て
い

る
。
事
業
名
称
は
「
（
仮
称
）

東
深
井
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
計

画
」
。

　
建
設
地
は
、
東
武
野
田
線
運

河
駅
の
南
側
。
現
地
に
は
仮
囲

い
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
接
道
部
分
に
植
栽
を
設
け
る

こ
と
で
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認

定
レ
ベ
ル
２
の
取
得
を
目
指
す

こ
と
や
、
道
路
が
交
差
す
る
場

所
に
自
主
管
理
公
園
を
整
備
す

る
こ
と
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。

　
流
山
市
の
街
づ
く
り
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
大
規
模
土
地

開
発
構
想
を
７
日
に
市
へ
提
出

し
た
。

　
大
規
模
土
地
開
発
構
想
に
つ

い
て
は
７
月
４
日
ま
で
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
部
都
市
計
画
課
で

縦
覧
に
供
し
て
い
る
。

県
に
働
き
掛
け
る
方
針

　

木
更
津
港
の
利
用
促
進

富津市

彩
な
機
能
を
有
し
て
い
る
。

　
木
更
津
港
長
期
構
想
検
討
会

は
、
港
湾
計
画
の
改
訂
か
ら
10

年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
を
受

け
た
こ
と
に
伴
い
、
港
湾
計
画

の
改
訂
に
先
立
ち
、
お
お
む
ね

20
〜
30
年
後
の
将
来
を
展
望
す

る
長
期
的
な
指
針
と
な
る
長
期

構
想
を
策
定
す
る
た
め
、
３
月

23
日
に
設
立
さ
れ
た
。
年
度
内

に
４
回
の
会
議
を
行
い
、
２
０

２
４
年
３
月
ま
で
に
長
期
構
想

を
策
定
す
る
予
定
。

　
そ
の
ほ
か
、
茂
木
部
長
は
、

富
津
市
新
富
工
場
協
議
会
会
員

に
対
し
て
富
津
地
区
の
振
興
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い

る
と
明
か
し
、
「
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
県
に
働
き
掛
け
て
い

き
た
い
」
と
し
た
。

　
三
木
議
員
は
「
耐
震
岸
壁
な

ど
を
備
え
た
自
治
体
は
多
く
な

く
、
物
流
に
特
化
し
た
港
湾
に

お
い
て
慢
性
的
な
渋
滞
が
発
生

し
て
い
る
状
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
富
津
地
区
は
十
分
な
利
用

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
富
津
地

区
の
利
用
を
徹
底
し
て
促
進
す

る
こ
と
で
、
市
へ
の
プ
ラ
ス
の

効
果
が
発
生
す
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
」
と
し
、
「
緊
急
避

難
港
と
し
て
の
位
置
付
け
を
越

え
、
あ
る
も
の
は
有
効
に
活
用

し
、
市
の
プ
ラ
ス
に
も
な
る
よ

う
な
展
開
に
持
ち
込
む
よ
う
な

働
き
掛
け
を
し
て
い
く
べ
き
」

と
の
持
論
を
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
「
大
型
船
舶
を
誘
致

す
る
た
め
に
は
一
般
的
に
水
深

12
ｍ
以
上
が
必
要
だ
が
、
現
状

は
４
〜
７
・
５
ｍ
と
な
っ
て
お

り
、
浚
渫
や
係
留
施
設
の
整
備

が
必
要
と
な
る
。
経
済
効
果
が

見
込
め
る
な
ら
、
可
能
性
を
追

求
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し

た
。高

田
近
隣
セ
ン
タ
ー

リ
ノ
ベ
工
事
等
公
告

柏
市

　
柏
市
は
14
日
、
高
田
近
隣
セ

ン
タ
ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関

わ
る
建
築
、
機
械
設
備
、
電
気

設
備
工
事
な
ど
工
事
６
件
お
よ

び
、
沼
南
体
育
館
空
調
設
備
改

修
工
事
設
計
業
務
委
託
、
中
学

校
屋
内
運
動
場
空
調
設
備
設
置

工
事
設
計
業
務
委
託
（
そ
の
１

〜
４
）
な
ど
業
務
11
件
の
一
般

競
争
入
札
を
公
告
し
た
。

　
詳
細
は
後
日
、
入
札
面
に
掲

載
す
る
。


